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〔
商
法
　
三
七
二
〕

代
表
取
締
役
が
取
締
役
会
の
決
議
を
経
な
い
で
し
た
取
締
役

解
任
の
株
主
総
会
決
議
が
不
存
在
と
さ
れ
た
事
例
な
ら
び
に

代
表
取
締
役
が
取
締
役
会
決
議
を
経
な
い
で
し
た
新
株
発
行

が
無
効
と
さ
れ
た
事
例（

騰
畷
灘
襟
糠
し

判例研究

〔
判
示
事
項
〕

一
　
代
表
取
締
役
が
取
締
役
会
の
決
議
を
経
な
い
で
招
集
し
た
株
主

総
会
決
議
の
効
力
は
、
特
別
事
情
の
な
い
限
り
、
同
株
主
総
会
決
議

取
消
の
訴
に
よ
っ
て
取
消
さ
れ
な
い
限
り
有
効
で
あ
り
、
当
然
同
決

議
が
不
存
在
に
な
る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
本
件
に
は
特
別
の
事
情
が
認
め
ら
れ
、
株
主
や
第
三
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
頼
の
保
護
を
考
慮
す
る
必
要
が
全
く
な
い
し
、
特
に
Y
の
株
主
総

会
招
集
目
的
が
、
不
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
結

局
、
右
株
主
総
会
決
議
は
、
取
締
役
会
決
議
を
経
な
か
っ
た
点
で
そ

の
蝦
疵
が
極
め
て
大
き
い
も
の
で
あ
り
、
法
律
上
は
、
株
主
総
会
決

議
取
消
の
訴
に
よ
る
取
消
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
不
存
在
で
あ
る
と

す
る
ほ
か
は
な
い
。

一
一
代
表
取
締
役
が
新
株
を
発
行
し
た
場
合
、
そ
れ
が
有
効
な
取
締

役
会
決
議
に
基
づ
か
な
い
で
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
対
外
的
に

代
表
権
の
あ
る
代
表
取
締
役
の
行
為
で
あ
る
こ
と
や
株
式
取
引
の
安

全
な
ど
を
考
慮
し
た
と
き
、
原
則
的
に
は
、
取
締
役
会
の
決
議
を
経

て
い
な
い
こ
と
だ
け
で
新
株
発
行
無
効
の
訴
の
理
由
に
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
株
式
会
社
の
新
株
発
行
は
、
会
社
の
資
金
調
達
な
ど
業
務
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執
行
的
側
面
が
あ
る
一
方
、
本
来
的
に
は
会
社
の
人
的
・
物
的
基
礎

に
変
動
を
も
た
ら
す
組
織
法
上
の
性
質
を
有
す
る
行
為
で
あ
る
点
に

着
目
し
た
と
き
、
当
該
新
株
発
行
が
、
専
ら
、
後
者
の
目
的
、
す
な

わ
ち
組
織
上
従
来
の
株
主
の
株
式
比
率
を
相
対
的
に
低
下
さ
せ
、
新

株
発
行
を
行
う
代
表
取
締
役
に
よ
る
会
社
支
配
の
た
め
に
の
み
行
わ

れ
た
例
外
的
な
場
合
で
、
か
つ
、
新
株
発
行
を
無
効
と
し
て
も
株
式

取
引
の
安
全
を
害
さ
な
い
特
別
事
情
の
あ
る
と
き
に
は
、
従
来
の
株

主
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
、
有
効
な
取
締
役
会
の
新
株
発
行
決

議
の
な
い
こ
と
は
、
新
株
発
行
無
効
の
理
由
と
な
る
と
解
す
る
の
が

相
当
で
あ
る
。

三
　
商
法
二
八
0
条
ノ
一
七
第
一
項
は
「
新
株
発
行
ヲ
無
効
ト
ス
ル

判
決
ガ
確
定
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
新
株
ハ
将
来
二
向
テ
其
ノ
効
力
ヲ
失

フ
」
と
規
定
し
て
い
る
か
ら
、
本
件
新
株
発
行
に
無
効
事
由
が
あ
る

と
し
て
も
、
決
議
が
な
さ
れ
た
当
時
は
有
効
な
株
式
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
株
式
を
保
有
す
る
者
ら
が
株
主
総
会
に
出
席
し
て
決
議
に
参
加

し
て
お
れ
ば
、
右
決
議
が
有
効
な
も
の
に
な
る
と
解
す
る
余
地
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
で
は
な
い
。
し
か
し
、
Y
や
新
株
引
受
人
、
譲
受
人
ら
の
株
主
と

し
て
の
保
護
を
図
る
必
要
は
毛
頭
な
い
か
ら
、
X
は
新
株
発
行
差
止

の
訴
な
い
し
仮
処
分
に
よ
ら
ず
し
て
、
本
件
新
株
発
行
の
時
点
か
ら

そ
の
無
効
を
主
張
で
き
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

〔
参
照
条
文
〕

　
判
示
事
項
一
に
つ
い
て
、
商
法
壬
一
二
条
、
二
四
七
条
、
二
四
八

条
、
二
五
二
条
。
判
示
事
項
二
・
三
に
つ
い
て
、
商
法
二
八
O
条
ノ

ニ
、
二
八
O
条
ノ
一
五
、
二
八
O
条
ノ
一
七
。

〔
事
　
実
〕

　
　
　
Y
（
仮
処
分
被
申
請
人
、
控
訴
人
）
は
終
戦
後
父
の
営
む
旅
館
業

の
手
伝
い
を
し
て
い
た
際
、
韓
国
人
で
現
在
の
大
韓
民
国
か
ら
来
日

し
て
い
た
原
告
X
（
仮
処
分
申
請
人
、
被
控
訴
人
）
と
知
り
合
い
、

　Y
の
両
親
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
事
実
上
の
婚
姻
生
活
（
内
縁
）
を

始
め
、
子
供
四
人
を
も
う
け
た
。
X
は
漁
具
類
な
ど
の
闇
商
売
を
し

て
い
た
が
、
種
々
の
危
険
を
と
も
な
い
事
業
は
思
う
に
ま
か
せ
な
か

　
　
　
　
　
　

っ
た
た
め
、
Y
は
X
に
相
談
の
上
、
親
戚
の
協
力
も
得
て
、
う
ど
ん

・
飯
屋
を
は
じ
め
、
こ
の
仕
事
の
内
容
も
次
第
に
広
が
り
、
X
も
仕

事
に
専
従
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
二
九
年
二
月
、
す
で
に
営
ま

　
　
　
　
　
　
　

れ
て
い
た
X
と
Y
の
個
人
商
店
に
よ
る
利
益
に
よ
り
、
資
本
金
三
〇

万
円
（
株
式
数
六
〇
〇
株
）
で
Y
株
式
会
社
（
仮
処
分
被
申
請
人
、

控
訴
人
）
が
設
立
さ
れ
た
が
、
二
人
を
除
く
他
の
発
起
人
、
ま
た
、

設
立
当
時
の
取
締
役
・
監
査
役
は
名
義
を
借
り
た
も
の
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
設
立
当
初
か
ら
、
二
人
は
取
締
役
兼
代
表
取
締
役
に
就
任
し
、

そ
の
よ
う
に
登
記
も
な
さ
れ
て
い
る
。
X
が
資
金
繰
り
や
銀
行
に
対

す
る
融
資
依
頼
な
ど
営
業
面
全
般
を
担
当
す
る
ほ
か
、
金
銭
出
納
、
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小
切
手
支
払
を
行
い
、
Y
が
従
業
員
の
人
事
・
管
理
の
ほ
か
に
経
理

全
般
を
担
当
し
て
い
た
。
当
該
会
社
は
当
初
は
両
名
の
み
の
共
働
き

に
よ
る
零
細
な
個
人
商
店
の
様
相
が
濃
か
っ
た
が
、
二
人
の
夫
婦
仲

も
円
満
で
昼
夜
も
惜
し
ま
ず
働
き
続
け
た
結
果
、
三
二
年
頃
か
ら
文

具
の
注
文
（
外
交
）
販
売
で
売
上
を
伸
ば
し
、
四
〇
年
か
ら
は
貸
ビ

ル
業
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
三
七
年
六
月
一
九
日
に
一
八
O
O
株

（
資
本
金
九
〇
万
円
）
、
三
九
年
二
一
月
一
日
に
七
二
〇
〇
株
（
資
本

金
四
八
O
万
円
）
の
新
株
発
行
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
四
八
年
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頃
、
名
義
上
の
取
締
役
の
退
任
に
よ
り
、
後
任
の
取
締
役
に
長
男
Y

　
　
　
　
　
　
　

を
あ
て
た
が
、
Y
が
米
国
へ
留
学
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
て
い
た
た
め

そ
の
費
用
を
取
締
役
報
酬
で
負
担
す
る
た
め
に
な
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
脇
も
名
義
上
の
取
締
役
で
あ
る
。
積
会
社
は
、
五
四
年
八
月
一

七
日
ま
で
株
券
を
発
行
し
た
こ
と
は
な
く
、
ま
た
株
主
名
簿
も
作
成

さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
正
式
の
株
主
総
会
お
よ
び
取
締
役
会

も
一
度
も
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
重
要
な
局
面
に
お
い
て
は
、

二
人
が
相
談
し
な
が
ら
経
営
に
当
た
っ
て
い
た
。

　
四
六
年
一
〇
月
頃
、
X
は
久
し
ぶ
り
に
韓
国
へ
帰
国
し
た
が
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
頃
韓
国
に
X
の
妻
や
子
供
が
い
る
こ
と
が
Y
の
知
る
と
こ
ろ
と
な

り
、
以
後
急
速
に
二
人
の
仲
は
悪
く
な
り
、
仕
事
や
家
庭
に
お
い
て

も
種
々
の
対
立
を
生
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
五
四
年
八
月
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旬
頃
か
ら
X
・
Y
の
対
立
は
更
に
激
し
く
な
り
、
Y
は
同
月
一
〇
日

頃
そ
れ
ま
で
X
が
本
店
社
長
室
に
保
管
し
て
い
た
会
社
の
代
表
者
印
、

銀
行
届
出
印
、
帳
簿
そ
の
他
の
書
類
な
ど
を
X
の
断
り
な
く
持
ち
出

し
、
X
を
取
締
役
及
び
代
表
取
締
役
か
ら
排
除
し
よ
う
と
考
え
、
翌

一
一
日
Y
会
社
の
設
立
以
来
初
め
て
取
締
役
会
招
集
通
知
を
X
に
発

送
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
X
の
代
表
取
締
役
解
任
及
び
X
の
取
締
役

解
任
な
ど
を
決
議
事
項
と
す
る
株
主
総
会
開
催
の
件
を
決
議
事
項
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
X
は
こ
れ
に
怒
り
、
右
取
締
役
会
に
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

席
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
Y
と
Y
は
、
一
五
日
、
X
を
代
表
取
締
役

か
ら
解
任
す
る
こ
と
及
び
X
を
取
締
役
か
ら
解
任
す
る
こ
と
を
決
議

事
項
と
す
る
株
主
総
会
を
三
〇
日
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
、
右
内

容
の
議
事
録
を
弁
護
士
の
事
務
員
に
記
載
し
て
も
ら
い
、
X
を
代
表

取
締
役
か
ら
解
任
す
る
旨
の
登
記
を
了
す
る
と
と
も
に
、
右
株
主
総

会
の
招
集
通
知
を
X
に
発
し
た
。
X
は
同
一
五
日
Y
に
対
し
、
右
取

締
役
会
が
無
効
で
あ
る
趣
旨
の
通
知
を
し
、
そ
の
後
も
、
Y
に
対
し
、

同
人
が
主
催
す
る
取
締
役
会
及
び
株
主
総
会
が
無
効
で
あ
る
旨
通
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
、
ま
た
、
同
二
三
日
、
Y
会
社
は
自
ら
を
一
人
株
主
と
す
る
一
人

会
社
で
あ
る
と
し
て
、
招
集
通
知
を
す
る
こ
と
な
く
株
主
総
会
を
開

催
し
、
自
分
を
含
む
三
人
の
取
締
役
と
一
人
の
監
査
役
の
選
任
を
決

議
し
た
。
同
三
〇
日
、
前
述
の
招
集
通
知
に
従
っ
て
株
主
総
会
が
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ィ
　
　
　
　
　
　
　

催
さ
れ
、
X
を
取
締
役
か
ら
解
任
し
Y
・
Y
を
取
締
役
に
選
任
す
る

旨
の
決
議
が
行
わ
れ
た
と
し
て
そ
の
旨
の
議
事
録
を
作
成
し
た
。
X
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は
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た
取
締
役
の
職
務
執
行
停
止
及
び
職
務
代
行

者
選
任
の
仮
処
分
の
申
し
立
て
を
行
い
、
Y
は
、
仮
処
分
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
取
締
役
の
全
員
の
辞
任
と
同
一
人
の
選
任
の
登
記
を
繰

り
返
し
、
X
も
対
抗
し
て
仮
処
分
の
申
し
立
て
を
繰
り
返
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
し
て
、
更
に
Y
ら
は
、
同
年
二
月
二
四
日
と
一
二
月
七
日
に

取
締
役
会
で
新
株
発
行
を
決
議
し
、
こ
れ
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
二
一
月

二
一
日
（
額
面
普
通
株
式
一
万
四
〇
〇
株
、
一
株
の
発
行
価
額
三
五

〇
〇
円
）
と
五
五
年
一
月
一
日
（
額
面
普
通
株
式
一
万
八
O
O
O
株
、

一
株
の
発
行
価
額
一
〇
〇
〇
円
）
に
発
行
し
変
更
登
記
を
な
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
ら
は
と
も
に
公
募
の
手
続
を
と
ら
ず
、
Y
自
身
と
、
そ
の
子
供

・
両
親
な
ど
親
し
い
者
、
全
一
二
名
を
新
株
引
受
人
と
し
て
行
わ
れ
、

二
回
目
の
払
込
金
一
八
O
O
万
円
の
う
ち
一
五
〇
〇
万
円
に
つ
い
て

　
　
　

は
、
Y
が
知
人
か
ら
借
り
入
れ
、
他
の
引
受
人
の
代
払
い
を
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
。
そ
し
て
、
こ
の
新
株
発
行
の
結
果
、
Y
ら
は
昭
和
五
五
年
一
月

六
日
に
取
締
役
・
監
査
役
の
辞
任
と
新
た
な
選
任
を
な
し
た
と
し
て

議
事
録
を
作
り
、
八
日
に
登
記
を
了
し
た
。
ま
た
、
二
月
二
三
日
に

も
同
様
の
手
続
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
同
年
三
月
一
四
日
か
ら
一
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
か
け
て
、
こ
の
う
ち
の
一
万
七
〇
〇
〇
株
が
Y
の
知
人
の
紹
介
に

　
　
　

よ
り
Y
と
は
以
前
特
に
面
識
の
な
い
F
ほ
か
六
名
に
一
株
一
〇
〇
〇

円
で
譲
渡
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
X
は
、
五
五
年
二
月
二
三
日
の
株
主
総
会
に
お
け
る
選

任
決
議
の
不
存
在
・
無
効
の
訴
を
本
案
と
す
る
、
取
締
役
・
代
表
取

締
役
・
監
査
役
の
職
務
執
行
停
止
お
よ
び
職
務
代
行
者
選
任
の
仮
処

分
を
申
請
し
、
大
阪
地
方
裁
判
所
は
右
仮
処
分
を
す
る
旨
の
決
定
を

し
た
（
大
阪
地
裁
昭
和
五
五
年
三
月
二
六
日
（
ヨ
）
第
八
八
一
号
仮

処
分
決
定
）
。
こ
れ
に
Y
ら
が
異
議
申
立
を
行
い
、
そ
れ
も
退
け
ら

れ
た
の
で
（
大
阪
地
裁
平
成
元
年
二
月
八
日
昭
和
五
五
年
（
モ
）
第

七
五
五
六
号
）
、
控
訴
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
。
原
審
で
は
、
Y
会

　
　
　
　
　

社
は
X
・
Y
が
互
い
に
協
力
の
結
果
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、

民
法
七
六
二
条
二
項
の
趣
旨
に
鑑
み
れ
ば
、
両
者
は
全
株
式
を
共
有

で
取
得
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
持
株
割
合
は
民
法
二
五
〇

条
か
ら
各
二
分
の
一
と
解
す
る
の
が
相
当
と
し
た
上
で
、
互
い
に
自

己
に
有
利
な
取
締
役
選
任
登
記
を
勝
手
に
な
し
、
相
手
方
を
非
難
・

中
傷
す
る
文
書
を
Y
会
社
の
取
引
先
に
送
付
す
る
な
ど
会
社
の
業
務

の
円
滑
な
通
行
が
著
し
く
疎
外
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
Y
会
社
に
回

復
し
が
た
い
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
恐
れ
が
大
き
い
た
め
、
保
全
の
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
性
が
あ
る
と
認
め
て
い
る
。
控
訴
審
で
は
、
Y
ら
は
非
保
全
利
益

の
不
存
在
と
事
情
変
更
に
よ
る
仮
処
分
の
取
消
を
新
た
に
、
ま
た
、

昭
和
五
四
年
八
月
三
〇
日
の
株
主
総
会
の
有
効
性
と
本
件
新
株
発
行

の
有
効
性
を
補
足
的
に
主
張
し
た
。
本
判
決
は
、
基
本
的
に
は
原
審

判
決
を
引
用
し
た
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
間
題
に
つ
き
、
よ
り
詳
細
な
理

由
を
つ
け
加
え
て
論
じ
て
い
る
。
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判例研究

〔
判
　
旨
〕

　
控
訴
棄
却
（
確
定
）

一
　
「
代
表
取
締
役
が
、
取
締
役
会
の
決
議
を
経
ず
に
招
集
し
た
株

主
総
会
の
決
議
の
効
力
は
、
特
別
の
事
情
の
な
い
限
り
、
同
株
主
総

会
決
議
取
消
し
の
訴
え
に
よ
っ
て
取
り
消
さ
れ
な
い
限
り
有
効
で
あ

り
、
当
然
同
決
議
が
不
存
在
に
な
る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
る
の
が

相
当
で
あ
る
。
そ
の
わ
け
は
、
代
表
取
締
役
が
そ
の
名
に
お
い
て
株

主
総
会
の
招
集
手
続
を
行
っ
た
以
上
、
株
主
や
そ
の
他
の
第
三
者
に

対
し
て
、
招
集
手
続
が
適
法
に
さ
れ
た
と
い
う
信
頼
を
生
ぜ
し
め
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
本
件
で
は
、
以
下
に
述
べ
る
特
別
の
事
情
が
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
Y
会
社
の
株
主
は
、
X
と
Y
の
二

名
の
み
で
あ
る
。
②
ま
た
、
X
は
、
前
記
の
取
締
役
会
は
無
効
で
あ

る
旨
ぬ
に
対
し
て
通
知
し
た
。
③
狛
会
社
は
、
典
型
的
な
同
族
会
社

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
取
締
役
会
も
株
主
総
会
も
招
集
さ
れ
た

こ
と
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
議
事
録
も
な
い
。
④
Y
会

社
は
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
株
券
を
発
行
し
た
こ
と
が
な
い
。
⑤
さ
ら

に
、
右
株
主
総
会
決
議
は
、
Y
が
Y
会
社
で
の
自
己
の
支
配
権
を
確

立
し
X
を
そ
の
役
員
か
ら
排
除
す
る
こ
と
の
み
を
目
的
と
し
て
さ
れ

た
。　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
前
記
の
よ

う
な
株
主
や
第
三
者
の
信
頼
を
保
護
す
る
必
要
は
、
全
く
な
い
し
、

　
　
　

特
に
Y
の
株
主
総
会
招
集
目
的
が
、
不
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
併

せ
考
え
る
と
、
結
局
、
右
株
主
総
会
決
議
は
、
取
締
役
会
の
決
議
を

経
な
か
っ
た
点
で
そ
の
暇
疵
が
極
め
て
大
き
い
も
の
で
あ
り
、
法
律

上
は
、
株
主
総
会
決
議
取
消
し
の
訴
え
に
よ
る
取
消
し
を
ま
つ
ま
で

も
な
く
、
不
存
在
で
あ
る
と
す
る
ほ
か
は
な
い
。
」

二
　
「
代
表
取
締
役
が
新
株
を
発
行
し
た
場
合
、
そ
れ
が
有
効
な
取

締
役
会
決
議
に
基
づ
か
な
い
で
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
対
外
的

に
代
表
権
の
あ
る
代
表
取
締
役
の
行
為
で
あ
る
こ
と
や
株
式
取
引
の

安
全
な
ど
を
考
慮
し
た
と
き
、
原
則
的
に
は
、
取
締
役
会
の
決
議
を

経
て
い
な
い
だ
け
で
新
株
発
行
無
効
の
訴
の
理
由
に
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
株
式
会
社
の
新
株
発
行
は
、
会
社
の
資
本
調
達
な
ど
業
務

執
行
的
側
面
が
あ
る
一
方
、
本
来
的
に
は
会
社
の
人
的
・
物
的
基
礎

に
変
動
を
も
た
ら
す
組
織
法
上
の
性
質
を
有
す
る
行
為
で
あ
る
点
に

着
目
し
た
と
き
、
当
該
新
株
発
行
が
、
専
ら
、
後
者
の
目
的
、
す
な

わ
ち
組
織
法
上
従
来
の
株
主
の
株
式
比
率
を
相
対
的
に
低
下
さ
せ
、

新
株
発
行
を
行
う
代
表
取
締
役
な
ど
に
よ
る
会
社
支
配
の
た
め
の
み

行
わ
れ
た
例
外
的
な
場
合
で
、
か
つ
、
新
株
発
行
を
無
効
と
し
て
も

株
式
取
引
の
安
全
を
害
さ
な
い
特
別
の
事
情
の
あ
る
と
き
に
は
、
従

来
の
株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
、
有
効
な
取
締
役
会
の
新
株

発
行
決
議
の
な
い
こ
と
は
、
新
株
発
行
無
効
の
理
由
に
な
る
も
の
と
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解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
視
点
に
た
っ
て
、
本
件
新
株
発
行
の
効
力
を
無
効

と
す
る
べ
き
特
別
の
事
情
の
有
無
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
本
件
に

は
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

　
す
な
わ
ち
、
Y
が
し
た
本
件
新
株
発
行
は
、
さ
し
迫
っ
た
資
金
調

達
の
必
要
が
な
く
、
専
ら
Y
会
社
の
支
配
権
を
獲
得
す
る
た
め
、
人

的
・
物
的
基
礎
に
変
動
を
も
た
ら
す
こ
と
を
狙
っ
て
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
て
、
本
件
新
株
の
発
行
に
は
、
正
常
な
株
式
会
社
の
資
金
調
達

方
法
と
し
て
の
新
株
の
発
行
行
為
と
同
視
す
べ
き
事
情
は
な
く
、
ま

た
、
引
受
人
及
び
譲
受
人
が
、
前
記
の
よ
う
に
悪
意
の
も
の
ば
か
り

で
あ
り
、
か
つ
、
新
株
が
こ
れ
ら
の
者
の
手
元
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

以
上
、
本
件
新
株
発
行
を
無
効
と
し
て
も
、
株
式
取
引
の
安
全
を
害

し
な
い
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
本
件
新
株
発
行

に
は
無
効
事
由
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」

三
　
「
も
っ
と
も
、
商
法
二
八
O
条
ノ
一
七
第
一
項
は
、
『
新
株
発
行

ヲ
無
効
ト
ス
ル
判
決
ガ
確
定
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
新
株
ハ
将
来
二
向
テ
其

ノ
効
力
ヲ
失
フ
』
と
規
定
し
て
い
る
か
ら
、
本
件
新
株
発
行
に
無
効

事
由
が
あ
る
と
し
て
も
、
昭
和
五
五
年
一
月
六
日
の
原
判
決
別
紙
決

議
目
録
（
三
）
の
決
議
が
な
さ
れ
た
当
時
は
有
効
な
株
式
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
株
式
を
保
有
す
る
者
ら
が
株
主
総
会
に
出
席

し
て
決
議
に
参
加
し
て
お
れ
ば
、
右
の
決
議
が
有
効
な
も
の
に
な
る

と
解
す
る
余
地
が
な
い
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
新
株
発
行
の
無
効
は
、
原
則
と
し
て
新
株
発
行
差
止
の
訴

え
に
よ
っ
て
の
み
こ
れ
を
主
張
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
右
訴
え

の
確
定
を
待
た
ず
し
て
こ
れ
を
主
張
す
る
こ
と
に
も
問
題
が
な
い
と

は
い
え
な
い
。

　
し
か
し
、
前
記
認
定
し
た
本
件
新
株
発
行
の
意
図
、
経
緯
、
そ
の

方
法
特
に
Y
が
二
回
目
の
新
株
の
払
込
金
一
八
0
0
万
円
の
う
ち
金

一
五
〇
〇
万
円
を
ほ
か
の
引
受
人
の
た
め
に
代
払
い
を
し
て
い
る
こ

と
な
ど
の
事
情
も
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
本
件
新
株
発
行
が
有
効
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
と
主
張
す
る
右
の
期
間
中
、
実
質
的
に
は
全
て
Y
が
右
新
株
の
株

主
で
あ
る
と
い
え
る
。
仮
に
、
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
、
新
株
引
受

人
、
譲
受
人
ら
が
い
ず
れ
も
新
株
発
行
の
無
効
に
つ
い
て
悪
意
で
あ

っ
て
、
会
社
法
の
規
定
を
潜
脱
す
る
意
図
を
も
っ
て
行
動
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
Y
や
新
株
引
受
人
、
譲
受
人
ら
の
株
主

と
し
て
の
地
位
の
保
護
を
図
る
必
要
は
毛
頭
な
い
か
ら
、
X
は
、
新

株
発
行
差
止
の
訴
え
な
い
し
仮
処
分
に
よ
ら
ず
し
て
、
本
件
新
株
発

行
の
時
点
か
ら
そ
の
無
効
を
主
張
で
き
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
昭
和
五
四
年
八
月
三
〇
日
以
降
に
行
わ
れ
た
Y
会
社
の

株
主
総
会
決
議
は
、
い
ず
れ
も
法
律
上
不
存
在
で
あ
る
と
い
う
前
記

の
結
論
は
、
形
式
上
本
件
新
株
発
行
が
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
な

ん
ら
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
」
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判例研究

〔
研
　
究
〕

　
判
旨
一
、
三
に
つ
い
て
は
、
結
論
に
反
対
。
判
旨
一
一
に
つ
い
て
は
、

結
論
に
は
賛
成
す
る
も
の
の
、
理
論
構
成
に
疑
問
が
あ
る
。

一
　
当
該
判
決
で
問
題
に
な
っ
た
株
式
会
社
は
、
個
人
企
業
か
ら
法

人
な
り
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
株
主
は
事
実
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
っ

た
夫
と
妻
の
二
人
の
み
で
あ
り
、
こ
の
二
人
が
取
締
役
・
代
表
取
締

役
を
兼
ね
、
所
有
と
経
営
の
完
全
に
一
致
し
た
会
社
で
あ
る
。
ま
た
、

会
社
設
立
後
も
株
主
総
会
・
取
締
役
会
を
開
い
た
こ
と
は
一
度
も
な

く
、
ま
た
株
券
も
発
行
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
紛
争
発

生
以
前
に
お
い
て
は
、
商
法
の
規
制
を
ま
っ
た
く
無
視
し
た
形
で
会

社
の
経
営
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
い
っ
た
ん
紛
争
が
起
こ
る
と
当
事
者
は
、
商
法
の
手
続
を
意
識

し
始
め
、
取
締
役
の
解
任
を
目
的
と
し
た
株
主
総
会
決
議
と
そ
の
効

力
を
め
ぐ
っ
て
双
方
の
攻
防
が
始
ま
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ

ち
、
施
側
が
株
主
総
会
を
開
き
X
の
解
任
と
新
た
な
取
締
役
の
選
任

を
決
議
す
る
と
、
X
は
そ
れ
に
対
し
、
選
任
さ
れ
た
取
締
役
の
職
務

執
行
停
止
を
請
求
し
、
Y
も
ま
た
、
職
務
執
行
停
止
の
対
象
と
な
っ

た
取
締
役
の
辞
任
と
新
た
な
選
任
を
し
て
こ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
が
、

何
度
も
繰
り
返
さ
れ
た
。
当
該
判
決
は
、
以
後
詳
説
す
る
よ
う
に
、

判
示
事
項
二
は
こ
れ
ま
で
の
判
例
の
中
で
一
部
認
め
ら
れ
て
き
て
い

た
、
い
わ
ゆ
る
折
衷
説
を
受
け
い
れ
た
結
論
を
と
る
が
、
一
と
三
に

お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
・
学
説
で
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
場
合
に
、
事
件
の
特
殊
性
を
考
慮
し
て
、
株
主
総
会
決
議
の
不
存

在
と
、
新
株
発
行
の
発
行
時
か
ら
の
無
効
を
認
め
た
点
で
、
注
目
す

べ
き
点
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
例
え
、
過
去
に
お
い
て
商

法
に
従
わ
ず
に
経
営
を
続
け
て
き
た
会
社
で
あ
る
と
は
い
え
、
当
該

判
決
の
解
釈
に
は
論
理
的
に
飛
躍
を
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
否
め

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
、
判
決
の
順
序
に
従
っ
て
、
ま
ず
、
当

該
総
会
決
議
の
蝦
疵
は
決
議
取
消
の
訴
に
よ
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は

不
存
在
確
認
の
訴
に
よ
る
べ
き
か
の
問
題
を
、
次
に
、
取
締
役
会
決

議
を
欠
く
こ
と
は
新
株
発
行
の
無
効
原
因
に
な
る
か
を
、
そ
し
て
最

後
に
新
株
発
行
の
無
効
を
発
行
時
に
遡
っ
て
主
張
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
た
い
。

二
　
判
決
は
、
代
表
取
締
役
が
取
締
役
会
決
議
を
経
ず
に
招
集
し
た

株
主
総
会
決
議
の
効
力
は
、
原
則
と
し
て
決
議
取
消
事
由
に
な
る
と

し
て
い
る
。
従
来
の
判
例
（
最
判
昭
和
四
六
・
三
・
一
八
民
集
二
五

巻
二
号
一
八
三
頁
、
東
京
高
判
昭
和
三
〇
・
七
・
一
九
下
民
六
巻
七

号
一
四
八
八
頁
、
佐
賀
地
判
昭
和
三
四
・
二
・
一
九
下
民
一
〇
巻
二

号
三
二
三
頁
、
名
古
屋
地
判
昭
和
五
〇
・
六
・
一
〇
下
民
二
六
巻
五

H
八
号
四
七
九
頁
、
大
阪
地
判
昭
和
五
二
・
二
・
二
金
商
五
三
九
号

五
四
頁
。
東
京
地
判
昭
和
二
九
・
七
・
二
下
民
五
巻
七
号
一
〇
〇
九

頁
は
、
有
効
で
あ
り
、
取
消
原
因
と
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
）
、
通
説
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も
こ
の
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
、
判
例
で
は
、
代
表
取
締
役
あ
る
い
は
招
集
権
限
を

有
す
る
者
の
招
集
に
よ
ら
ず
株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
た
場
合
を
、
決

議
不
存
在
と
し
て
い
る
（
最
判
昭
和
四
五
・
八
・
二
〇
判
時
六
〇
七

号
七
九
頁
、
東
京
地
判
昭
和
二
九
・
一
二
・
二
七
判
タ
四
四
号
五
二

頁
。
名
古
屋
地
判
昭
和
四
六
・
一
二
・
二
判
時
六
五
九
号
八
八
頁
。

札
幌
高
判
昭
和
五
五
・
九
・
三
〇
判
タ
四
二
七
号
一
八
O
頁
。
東
京

高
判
昭
和
六
二
・
一
〇
・
二
八
判
時
二
一
六
〇
号
五
四
頁
。
な
お
、

最
判
平
成
二
・
四
・
一
七
民
集
四
四
巻
三
号
五
二
六
頁
は
、
そ
の
選

任
手
続
等
に
暇
疵
が
あ
る
代
表
取
締
役
に
よ
っ
て
招
集
さ
れ
た
総
会

決
議
を
不
存
在
と
す
る
。
）
。
決
議
不
存
在
と
は
、
従
来
の
通
説
・
判

例
の
理
解
で
は
、
総
会
開
催
の
事
実
が
全
く
な
い
か
、
決
議
が
事
実

上
存
在
し
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
、
一
応
総
会
な
い
し
決
議
と
称
す

る
さ
れ
る
も
の
は
存
在
す
る
が
、
そ
の
成
立
過
程
に
著
し
い
暇
疵
が

あ
り
、
法
律
上
決
議
不
存
在
と
評
価
す
べ
き
場
合
を
い
い
、
昭
和
五

六
年
改
正
以
前
に
お
い
て
商
法
二
五
二
条
が
改
正
さ
れ
る
以
前
か
ら
、

こ
れ
に
は
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
を
提
起
で
き
る
と
解
し
て
い
た

（
小
島
・
新
注
会
（
五
）
三
八
四
頁
）
。
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
に
は
、

判
決
の
効
力
に
対
世
効
を
認
め
る
か
否
か
、
ま
た
は
旧
二
五
二
条
を

類
推
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
議
論
が
あ
っ
た
が
、
決
議
無
効
確

認
の
訴
と
並
ん
で
不
存
在
の
訴
が
規
定
さ
れ
て
い
る
現
行
法
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ら
は
問
題
な
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
決
議
の
不
存
在
は
、
誰
で
も
い
つ
で
も
主
張
を
許

さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
決
議
取
消
は
訴
に
よ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の

提
訴
権
者
（
株
主
、
取
締
役
、
監
査
役
）
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
提
訴
期
問
（
決
議
か
ら
三
ヵ
月
以
内
）
を
徒
過
す
る
と
、
そ
の

主
張
は
認
め
ら
れ
な
く
な
る
た
め
（
商
法
二
四
七
条
一
項
、
二
四
八

条
一
項
）
、
そ
の
主
張
方
法
に
差
異
が
あ
り
、
そ
れ
が
利
害
関
係
人

の
利
益
に
大
き
く
関
係
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
後
者
は
、
総
会
決

議
は
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
社
団
的
取
引
的
関
係
が
発
展
す
る
た
め
、

そ
の
法
的
安
定
性
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る

（
大
隅
H
今
井
・
会
社
法
論
中
巻
（
第
三
版
）
一
一
二
頁
）
。
問
題
は
、

商
法
に
規
定
さ
れ
た
手
続
の
鍛
疵
に
よ
り
総
会
決
議
が
取
消
の
訴
の

対
象
と
な
る
か
、
不
存
在
確
認
の
訴
の
対
象
と
な
る
か
で
あ
る
が
、

そ
の
明
確
な
基
準
を
与
え
る
こ
と
は
、
非
常
に
難
し
い
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
招
集
通
知
の
欠
訣
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
の
株

主
に
招
集
通
知
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
は
決
議
不
存
在
の
問
題
と

な
り
、
株
主
の
一
部
に
対
す
る
通
知
漏
れ
に
過
ぎ
な
い
も
の
は
決
議

取
消
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
判
例
・
学
説
と
も
に
認
め
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
（
前
田
（
重
）
・
新
注
会
（
五
）
四
五
頁
）
、
こ
の
ど
ち
ら

に
も
含
め
ら
れ
な
い
通
知
漏
れ
の
場
合
、
欠
鉄
の
程
度
を
「
著
し

い
」
と
評
価
す
る
か
否
か
に
よ
り
そ
の
結
論
は
異
な
る
（
岩
原
・
新
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注
会
（
五
）
三
一
八
頁
）
。

　
し
か
し
、
当
該
判
決
は
更
に
進
ん
で
、
こ
れ
が
決
議
取
消
に
当
た

る
の
は
、
代
表
取
締
役
が
そ
の
名
に
お
い
て
招
集
を
行
っ
た
以
上
、

株
主
や
そ
の
他
第
三
者
に
対
し
て
、
招
集
手
続
が
適
法
に
さ
れ
た
と

い
う
信
頼
を
生
ぜ
し
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
本
件
で
は
特
別
の

事
情
に
よ
り
株
主
や
第
三
者
の
信
頼
を
保
護
す
る
必
要
が
な
い
こ
と

と
、
株
主
総
会
招
集
目
的
が
不
当
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
決
議
を

不
存
在
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
特
別
事
情
と
し
て
、
判
決
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
Y
会
社
の
株
主
が
Y
と
X
の
二
人
の
み
で
あ
る
こ
と
、
②
X
は
取

締
役
会
が
無
効
で
あ
る
旨
通
知
し
て
い
た
こ
と
、
③
Y
会
社
は
同
族

会
社
で
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
取
締
役
会
も
株
主
総
会
も
開
催
し
た
こ

と
が
な
い
こ
と
、
④
Y
会
社
は
株
券
を
発
行
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
え

⑤
株
主
総
会
決
議
は
Y
が
Y
会
社
で
の
自
己
の
支
配
権
を
確
立
し
X

を
そ
の
役
員
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
な
さ
れ
た
こ
と
を

挙
げ
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
事
情
を
勘
案
す
る
と
、
当
該
株
主
総
会
決

議
を
な
す
に
至
っ
た
経
緯
を
も
含
め
て
株
主
総
会
決
議
の
著
し
い
澱

疵
と
評
価
し
て
、
決
議
を
不
存
在
と
解
す
る
の
を
適
当
と
し
て
い
る

（
こ
の
判
断
に
賛
成
す
る
も
の
と
し
て
、
伊
藤
（
壽
）
・
金
商
八
八

七
号
四
四
頁
、
別
府
・
鹿
児
島
大
学
法
学
論
集
二
八
巻
二
号
一
三
四

頁
、
難
波
・
判
タ
八
二
一
号
一
九
二
頁
。
こ
の
見
解
を
一
般
化
す
る

こ
と
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
す
る
も
の
と
し
て
、
受
川
・
税
経
通
信
四

八
巻
七
号
二
六
七
頁
、
吉
本
・
商
事
法
務
二
二
九
七
号
六
七
頁
。
）
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
経
緯
は
ど
う
あ
れ
、
決
議
の
暇
疵
は
当
該
株
主

総
会
に
関
す
る
も
の
の
み
が
判
断
の
対
象
と
な
り
、
そ
れ
以
外
の
事

情
を
持
ち
込
む
の
は
正
当
な
判
断
と
は
言
い
が
た
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
当
該
事
例
に
お
い
て
も
、
判
決
が
最
初
の
部
分
で

認
め
る
よ
う
に
、
代
表
取
締
役
に
よ
る
招
集
で
あ
る
た
め
株
主
や
第

三
者
に
適
法
な
招
集
通
知
が
な
さ
れ
た
と
い
う
信
頼
を
一
応
生
ぜ
し

め
て
い
る
こ
と
か
ら
（
前
田
（
重
）
・
前
掲
三
五
頁
）
、
当
該
決
議

の
暇
疵
は
著
し
い
蝦
疵
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
決
議
は
取
消
の
対
象
に

な
る
と
考
え
る
が
、
こ
の
点
を
反
対
解
釈
し
、
こ
の
信
頼
を
保
護
す

る
必
要
性
が
な
け
れ
ば
毅
疵
の
程
度
は
著
し
く
な
る
と
評
価
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
理
由
づ
け
は
強
引
で
あ
り
、
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
ま
た
、
決
議
不
存
在
と
評
価
す
る
た
め
の
基
準
の
一
つ
を

「
商
法
が
決
議
の
手
続
の
綴
疵
の
主
張
に
つ
い
て
設
け
て
い
る
制
約

を
排
除
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
」
に
求
め
る
べ
き
と
の
説

も
存
す
る
が
（
前
田
（
庸
）
・
実
務
民
事
訴
訟
講
座
（
五
）
三
〇
頁
、

小
島
・
前
掲
三
九
九
頁
。
）
、
こ
れ
ら
の
効
果
は
、
法
律
の
適
用
の
結

果
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
結
論
か
ら
さ
か
の
ぽ
っ
て
、
本
件

決
議
を
不
存
在
と
解
す
る
こ
と
は
、
事
例
の
内
容
に
よ
り
結
論
を
恣

意
的
な
も
の
と
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
決
議
が
不
存
在
か
否
か
は
そ
れ

が
事
実
と
し
て
（
物
理
的
に
）
不
存
在
か
あ
る
い
は
不
存
在
と
同
一
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視
で
き
る
ほ
ど
に
そ
の
手
続
の
欠
訣
が
著
し
い
か
ど
う
か
の
法
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

評
価
に
か
か
わ
っ
て
く
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
Y
の
招
集
目
的
が
不

当
で
あ
る
こ
と
も
判
決
は
指
摘
す
る
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
総
会
解

散
後
に
一
部
の
株
主
が
集
ま
っ
て
決
議
を
な
し
た
場
合
に
は
、
他
の

株
主
排
除
の
意
図
が
推
断
さ
れ
る
が
、
そ
の
時
決
議
が
不
存
在
と
さ

れ
る
の
は
、
一
部
の
株
主
の
意
図
が
問
題
と
な
る
の
で
は
な
く
、
株

主
総
会
と
み
な
さ
れ
る
集
会
自
体
の
成
立
が
な
い
か
ら
で
あ
る
と
考

え
る
（
こ
れ
に
対
し
、
前
田
（
庸
）
・
前
掲
三
一
頁
以
下
、
前
田

（
重
）
・
前
掲
四
五
頁
は
、
招
集
者
側
の
主
観
的
事
情
を
問
題
に
す

る
説
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
）
。

三
　
次
に
、
判
決
は
取
締
役
会
の
決
議
を
経
な
い
で
行
っ
た
新
株
発

行
の
効
力
に
つ
い
て
問
題
に
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
学

説
は
有
効
説
、
無
効
説
、
折
衷
説
に
大
き
く
分
か
れ
る
。
有
効
説
は
、

昭
和
二
五
年
改
正
で
授
権
資
本
制
度
が
採
用
さ
れ
た
結
果
、
新
株
発

行
は
業
務
執
行
に
準
ず
る
行
為
で
あ
る
と
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
解
し
、
ま
た
、
取
締
役
会
決
議
は
会
社
の
内
部
の
手
続
に
す

ぎ
な
い
か
ら
、
取
引
の
安
全
を
保
護
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
の
に
対

し
、
無
効
説
は
、
そ
の
組
織
法
上
の
行
為
で
あ
る
性
質
を
重
視
し
て
、

取
締
役
会
決
議
は
昭
和
二
五
年
改
正
前
の
増
資
決
議
に
相
当
す
る
も

の
と
し
て
、
こ
れ
を
欠
く
新
株
発
行
は
当
然
無
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
折
衷
説
は
、
有
効
説
に
立
ち
な
が
ら
、
当
初
の
引
受
人
ま
た

は
悪
意
の
譲
受
人
の
も
と
に
新
株
が
と
ど
ま
っ
て
い
る
か
ぎ
り
で
は

新
株
の
無
効
を
主
張
し
得
る
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
相
対
効
を
認
め
る

立
場
で
あ
る
。
判
例
に
お
い
て
は
、
最
高
裁
昭
和
三
六
年
三
月
一
三

日
判
決
（
民
集
一
五
巻
一
H
四
号
六
四
五
頁
）
の
後
、
一
貫
し
て
有

効
説
が
取
ら
れ
て
き
た
が
、
下
級
審
で
は
発
行
会
社
の
特
別
事
情
を

考
慮
し
て
、
新
株
発
行
を
無
効
と
す
る
判
断
も
あ
り
（
大
分
地
判
昭

和
四
七
・
三
・
三
〇
判
時
六
六
五
号
九
〇
頁
、
名
古
屋
地
判
昭
和
五

〇
・
六
・
一
〇
下
民
二
六
巻
五
H
八
号
四
七
九
頁
、
浦
和
地
判
昭
和

五
九
・
七
・
二
三
判
タ
五
三
三
号
二
四
三
頁
）
、
折
衷
説
の
影
響
が

見
ら
れ
、
当
該
判
決
は
、
原
則
と
し
て
は
代
表
取
締
役
が
取
締
役
会

の
決
議
を
経
な
い
で
行
っ
た
新
株
発
行
の
効
力
に
関
し
て
新
株
発
行

無
効
の
訴
の
原
因
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
が
、
特
に
取
引
の
安

全
を
害
し
な
い
特
別
の
事
情
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
新
株
発
行
を
無

効
と
し
て
よ
い
と
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
折
衷
説
を
支
持
す

る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
私
見
は
、
新
株
発
行
は
組
織
法
上
の
行
為
で
あ
る
こ
と
を

前
提
に
す
れ
ば
、
取
締
役
会
決
議
を
欠
く
新
株
発
行
は
無
効
と
考
え

る
べ
き
で
あ
る
が
（
拙
稿
・
法
研
六
三
巻
四
号
一
〇
八
頁
以
下
）
、

取
引
安
全
の
見
地
か
ら
譲
受
人
が
取
締
役
会
決
議
を
欠
く
こ
と
を
知

ら
ず
、
か
つ
、
知
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
重
過
失
が
な
い
場
合
に
は
、

会
社
は
新
株
の
譲
受
人
に
対
し
て
無
効
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
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い
と
考
え
て
い
る
の
で
（
拙
稿
・
法
研
六
六
巻
二
一
号
一
八
六
頁
）
、

判
決
は
結
論
的
に
は
誤
り
で
は
な
い
が
、
理
論
構
成
に
は
な
お
賛
成

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
判
決
は
、
「
従
来
の
株
主
の
株
式

比
率
を
相
対
的
に
低
下
さ
せ
、
会
社
支
配
の
目
的
」
の
た
め
に
の
み

な
さ
れ
た
新
株
発
行
で
あ
る
こ
と
も
、
合
わ
せ
て
新
株
発
行
無
効
原

因
に
な
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
「
著
し
く
不
公
正
な
方

法
に
よ
る
新
株
発
行
」
は
新
株
発
行
差
止
の
原
因
に
は
な
っ
て
も
、

無
効
原
因
に
は
な
ら
な
い
と
す
る
の
が
通
説
で
、
こ
の
点
は
考
慮
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
（
同
旨
・
受
川
・
前
掲
二
六
八
頁
）
。
し
か
し
、

平
成
二
年
改
正
で
譲
渡
制
限
会
社
の
株
主
に
は
、
持
株
比
率
の
維
持

と
会
社
支
配
に
関
す
る
利
益
の
享
受
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
法
律

上
当
然
に
新
株
引
受
権
が
法
定
さ
れ
て
お
り
（
商
法
二
八
O
条
ノ
五

ノ
ニ
）
、
こ
の
場
合
に
新
株
引
受
権
の
無
視
に
よ
る
新
株
発
行
が
行

わ
れ
た
場
合
に
は
、
改
正
前
の
定
款
に
よ
り
付
与
さ
れ
た
新
株
引
受

権
を
一
般
的
に
無
視
し
た
発
行
が
無
効
事
由
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
同
様
に
新
株
発
行
無
効
の
訴
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
当
該
事
例
が
問
題
に
な
っ
た
時
点
で
は
、
新
株

引
受
権
は
会
社
が
取
締
役
会
決
議
で
付
与
で
き
る
も
の
と
し
て
い
た

法
制
の
下
で
の
事
件
で
あ
る
の
で
、
不
公
正
な
方
法
に
よ
る
新
株
発

行
は
、
新
株
発
行
の
差
止
の
対
象
と
は
な
る
が
、
無
効
原
因
と
し
て

は
考
慮
で
き
な
い
と
す
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
判
決
の
解
釈
に
は
混
乱

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
更
に
、
新
株
の
発
行
の
無
効
主
張
は
新

株
発
行
差
止
の
訴
と
は
無
関
係
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
に
、

「
新
株
の
発
行
の
無
効
は
、
原
則
と
し
て
新
株
発
行
差
止
め
の
訴
え

に
よ
っ
て
の
み
こ
れ
を
主
張
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
」
と
し
て
い

る
点
も
ま
た
誤
り
で
あ
る
。

四
　
昭
和
二
二
年
改
正
に
お
い
て
資
本
増
加
無
効
の
訴
が
規
定
さ
れ

る
ま
で
は
、
資
本
増
加
の
無
効
は
一
般
原
則
に
従
い
、
い
つ
で
も
誰

で
も
主
張
し
得
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
設
立
無
効
に
関

す
る
規
定
が
増
資
の
無
効
に
類
推
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
る

に
至
り
、
新
株
主
・
会
社
債
権
者
と
会
社
間
の
法
的
安
定
や
株
式
取

引
の
安
全
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
昭
和
一

三
年
改
正
で
は
資
本
増
加
無
効
の
訴
が
法
制
化
さ
れ
た
。
設
立
無
効

の
訴
を
模
し
て
作
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
の
で
、
無
効
を
主
張
し
得
る

も
の
の
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
（
株
主
・
取
締
役
・
監
査
役
）
、
主

張
の
期
間
を
制
限
す
る
こ
と
（
発
行
の
日
か
ら
六
ヵ
月
）
が
踏
襲
さ

れ
（
商
法
二
八
O
条
ノ
一
五
）
、
ま
た
、
解
釈
上
も
無
効
原
因
を
で

き
る
だ
け
制
限
的
に
解
す
べ
き
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
無
効
の
判
決
の

効
力
は
、
法
律
関
係
の
画
一
的
確
定
の
要
請
に
よ
り
、
既
往
に
さ
か

の
ぽ
ら
ず
将
来
に
む
け
て
の
み
生
ず
る
こ
と
も
（
商
法
二
八
0
条
ノ

一
七
第
一
項
）
、
両
制
度
に
お
い
て
共
通
す
る
点
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
新
株
発
行
の
手
続
は
全
く
な
さ
れ
ず
新
株
発
行
の
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登
記
が
な
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
場
合
に
は
、
学
説
は
新
株
発
行

不
存
在
と
し
て
、
一
般
原
則
に
従
い
訴
に
よ
ら
ず
、
い
つ
で
も
誰
で

も
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
し
（
近
藤
・
新
注
会
（
七
）
三
四

一
頁
）
、
そ
れ
を
認
め
た
判
例
も
あ
る
（
例
え
ば
、
福
岡
高
判
昭
和

三
〇
・
一
〇
・
一
二
高
民
八
巻
七
号
五
三
五
頁
、
東
京
高
判
昭
和
六

一
・
八
二
二
判
時
一
二
〇
八
号
二
一
三
頁
。
）
。
し
か
し
な
が
ら
、

当
該
判
決
は
、
新
株
発
行
を
不
存
在
と
考
え
て
い
る
と
い
う
点
は
ど

こ
に
も
伺
わ
れ
ず
（
別
府
・
前
掲
一
三
六
頁
以
下
は
、
新
株
発
行
不

存
在
の
訴
を
再
確
認
す
る
判
例
と
評
価
す
る
が
、
当
該
判
決
は
新
株

発
行
の
無
効
の
主
張
を
発
行
時
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
認
め
る
趣
旨
で
あ

る
。
同
旨
・
吉
本
・
前
掲
六
八
頁
。
）
、
新
株
発
行
無
効
原
因
に
な
る

と
し
な
が
ら
、
二
八
O
条
ノ
一
七
第
一
項
の
適
用
の
み
を
は
ず
す
こ

と
は
、
論
理
的
一
貫
性
を
欠
き
、
許
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

五
　
当
該
事
件
は
事
実
関
係
が
非
常
に
複
雑
で
あ
り
、
ま
た
、
従
来

会
社
法
の
規
定
を
遵
守
し
な
い
で
経
営
を
行
っ
て
き
た
経
緯
の
あ
る

会
社
の
事
件
で
あ
る
が
、
当
該
判
決
は
会
社
の
実
態
お
よ
び
結
論
の

妥
当
性
を
志
向
す
る
あ
ま
り
、
従
来
の
判
例
・
学
説
と
異
な
る
解
釈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
示
す
も
の
も
の
で
あ
る
。
判
決
は
X
と
Y
の
持
株
を
各
々
二
分
の

　
　
　
　
　
　
　

一
と
認
定
し
、
Y
側
が
行
っ
て
き
た
手
続
を
す
べ
て
適
法
な
も
の
と

は
認
め
な
い
と
い
う
立
場
を
貫
く
の
で
、
当
該
会
社
は
事
実
上
存
在

し
て
い
る
の
に
、
活
動
を
行
お
う
と
し
て
も
何
一
つ
適
法
な
意
思
決

定
を
行
え
な
い
と
い
う
事
態
は
一
向
に
解
決
し
な
い
。
裁
判
所
は
、

暗
に
こ
の
よ
う
な
会
社
は
会
社
自
体
が
不
存
在
で
あ
る
と
い
う
の
か

も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
株
主
は
裁
判
所
に
対
し
会
社
の
解
散
を
請
求

し
（
商
法
四
〇
六
条
ノ
ニ
）
、
会
社
を
解
体
し
て
株
主
が
そ
れ
ぞ
れ

の
持
分
に
対
す
る
残
余
財
産
の
分
配
を
受
け
る
し
か
方
法
を
取
る
し

か
途
は
な
く
、
そ
の
よ
う
に
し
て
会
社
に
関
す
る
利
害
関
係
者
の
法

律
関
係
が
解
消
す
る
こ
と
が
適
法
な
状
態
へ
の
回
帰
で
あ
る
と
す
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
会
社
が
存
在
し
活
動
を

続
け
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
会
社
を
解
散
に

導
く
こ
と
は
安
易
な
方
法
で
は
あ
る
が
、
企
業
維
持
の
見
地
か
ら
い

っ
て
も
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
事
例
の
解

決
と
し
て
こ
れ
が
最
良
の
方
法
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
こ
れ
を
先
例
と
し
て
他
の
事
例
に
も
同
様
の
解
釈
を
持
ち
込

む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
そ
の
必
要
性
、
可
能
性
を

見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
上
記
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
従

来
の
判
例
・
学
説
が
認
め
て
き
た
原
則
は
妥
当
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に

従
っ
て
本
件
も
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

結
局
、
当
該
判
決
が
導
く
結
論
に
も
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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